
登録統計調査員の概要 
◎古河市における登録統計調査員の概要です。統計調査へのご理解とご協力 

をお願いいたします。 

１．登録調査員とは 
            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

２．国の選考基準 
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３．調査員の身分と手当 

 

 

 

 

              裏面に続きます 

行政区等から推薦された統計調査員は、各種統計調査に従事する統計調査員の候補者（登

録統計調査員）となり、同時に古河市統計調査員協議会の会員となります（協議会では、統

計調査に係る研修会等を実施しております。会費はありません）。 

各種統計調査をおこなう統計調査員は、原則として実施される統計調査の内容、規模、居

住地域等を考慮の上、登録統計調査員の中から選出し市役所から依頼します。 

統計調査の種類によって、必要とする統計調査員の人数が異なります。登録された方全員

に毎回調査を依頼することはありません。 

依頼は、その年に実施される統計調査の種類にもよりますが、年 1～2回程度となります。

《古河市登録調査員数 約２４０名》 

●主な調査の従事調査員数（予定） 

〇国勢調査      ⇒ 約６００名 

〇農林業センサス   ⇒ 約１７０名 

〇住宅・土地統計調査 ⇒ 約９０名 

〇経済センサス    ⇒ 約７０名 

〇就業構造基本調査  ⇒ 約３５名 

〇その他、県で行う調査や規模の小さい調査等を依頼する場合があります。 

 

統計調査員の身分は、調査を行うたびに任命される非常勤の公務員です。統計調査員とし

て任命されている期間は、行政機関に勤務する公務員と同様の身分を持つことになります。 

また、統計調査員には調査で知り得た事柄を人に漏らしてはならないという守秘義務が課

せられています。 

統計調査員の手当は、統計調査に従事していただいた後に統計調査員手当として報酬をお

支払します。調査の種類や日数・件数などを考慮した金額をお支払いすることになります。 

・原則として２０歳以上の方 

・秘密の保護に関し、信頼のおける方 

・税務・警察・選挙に直接関係のない方 

・暴力団員でない方及び暴力団若しくは暴力団員と密接な関係を有しない方 



４．調査区域について 

 

 

 

                                              

５．調査活動の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査区域は、調査漏れ・二重調査の防止や統計情報の継続性を確保するため、不変性の高

い道路･水路･大字界等で区切られ、実施される統計調査ごとに区域割りが異なります。この

ため、行政区の区域を越えた調査をお願いすることがあります。 

また、調査対象となる世帯や事業所についても、行政区等への所属の有無に関係なく調査

対象として訪問していただくことになりますのでご理解ください。 

【問合せ先】 

企画課 統計調査担当（総和庁舎） 

℡９２－３１１１（代表） 

主な調査活動については下記のようになります。活動期間は約２～３ヶ月です。 

 

市役所から統計調査員として依頼される 

↓ 

市役所等が開催する統計調査員説明会に出席する 

↓ 

担当する調査区の範囲と調査対象を確認し、調査票の記入を依頼する 

※調査区地図や調査対象名簿の作成が活動に含まれる調査もあります 

↓ 

記入された調査票を回収し、記入内容を点検・提出に備え整理する 

↓ 

調査票など調査関係書類を市役所等に提出する 

↓ 

統計調査員へ報酬が支払われる 
 

統計調査員としての活動は,土日のみならず平日に実施することが多くなりますので、 

平日における調査活動が可能な方を登録統計調査員として推奨しております。 


